
みなさん、４０日あまりの夏休みはリフレッシュで

きたでしょうか？2日の始業式の日には、保健室に体

調を崩した生徒がたくさん来室しました。夏休み中に

生活リズムが崩れてしまった人は、すぐに早寝・早起

きのリズムにリセットしましょう。2学期も大きな行

事が控えています。すべての行事を万全の体調で迎え

るために、健康管理をしっかりしていきましょう。 

 

    

  
 

2学期がスタートしました！！ 
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1年生 障害理解教育  

出前授業 （7月 17日） 
    講師：大泉特別支援学校の先生 

 

 

人とコミュニケーションをとるときに大切なこと 

★相手の立場にたって伝え方を工夫する 

★相手の気持ちを理解しようとする 
 

 

7 月 17 日（水）に都立大泉特別支援学校の先生が 1 年生のために出前授業に来てくださいました。

復籍交流、共生社会、バリアフリー、ヘルプカードなどについて 1時間学びました。障害を持っている

人とのコミュニケーションのとりかただけでなく、外国の人、先生とのコミュニケーションのとりかた

についても学び、大変貴重な時間となりました。 

  

 

 

 

●今日の授業を受けるまで、一人一人違うということは分かっていても、障害のある人は

少しかわいそうだと思ってしまっていました。けれど、今日の話で、障害を持っていて

も周りの人と変わらないのだということを学びました。また、障害を持っている子が、

私たちと仲良くなりたいと思っていると聞いて、少しうれしく感じました。私もぜひ、

仲良くなりたいと思いました。もし困っている人を見たら、助け合っていきたいと思い

ます。外国の人とも、できるだけ話せるようになったらいいと思いました。 

●どんな人と接するときも、相手の立場に立って伝え方を工夫したり、相手の気持ちを理

解しようとしたりすることが大切だと思いました。共生社会のみんな平等でいることは

とても大事だなと思いました。 

●障害は一人一人の個性だとわかりました。そして、私たちは、その個性を認め合う必要

があると感じました。なので、これからも相手のことをよく知るようにしていきたいで

す。また、障害者だけでなく、お年よりでも、友達でも、先生でも、外国人でも、コミ

ュニケーションをとる時には、相手の立場や気持ちを理解していくことと、話す工夫を

することを必ずしていきたいと思いました。 

出前授業の感想 


